
    

 

 

 

 

             

  

      アンケート概要     

      

  調査期間 ： 令和６年１２月１日～令和７年１月１５日   

  調査対象 ： １８歳以上の市民    

  抽出方法 ： 調査対象となる市民の中から無作為抽出   

  調査方法 ： 郵送による配布・郵送又はインターネットによる回答   

  配布数 ： 1,000    

  回収数 ： 400 （回収率 40.0％）（前年度比▲1.7 ポイント）  

      ※うちインターネットでの回答 190（回答者の 47.5％）   

一般 
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1 

 

20歳未満

14人

（3%）

20代

63人

（16%）

30代

74人

（18%）

40代

23人

（6%）

50代

53人

（13%）60～64歳

30人

（8%）

65～69歳

25人

（6%）

70代

71人

（18%）

80歳以上

47人

（12%）

親・子の二世代

172人

（43%）

夫婦のみ

97人

（24%）

親・子・孫の

三世代

71人

（18%）

単身

48人

（12%）

その他

10人

（3%）

大学生以上

194人

（48%）子どもはいない

132人

（33%）

幼児（未就学児）

35人

（9%）

小学生

19人

（5%）

高校生

12人

（3%）

中学生

6人

（1%） 乳児（０歳）

2人

（1%）

問１ あなたの年齢をおたずねします。 問２ あなたの世帯の構成をおたずねします。 

 ※回答は令和６年１２月１日時点の年齢 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたに子どもはいますか。 

末子（一番下のお子さん）の年齢区分をお答えください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答 2 人 
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持ち家（マンションを含む）

324 人

（81%）

民間の借家（一戸建て・賃貸

マンション・アパート）

55 人

（14%）

公営の借家（市営・県営

住宅など）

12 人

（3%）

社宅・官舎

4 人

（1%）

間借り・下宿・寮

2 人

（0.5％）
その他

3 人

（0.7％）

問４ あなたのお住いの（建物）の種類についておたずねします。 
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満足

170 人

（42%）

どちらかといえば

満足

150 人

（38%）

どちらかと

いえば不満

56 人

（14%）

不満

24 人

（6%）

満足

169 人

（41%）

どちらかといえば満足

174 人

（42%）

どちらかといえ

ば不満

48 人

（11%）

不満

24 人

（6%）

無回答

2 人

（0%）

問５ あなたは、現在のお住まい（住居）に満足していますか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【５－２住環境・情報通信】 

現在の住居に満足している市民の割合 

（「満足」「どちらかと言えば満足」と答えた人

の割合の合計） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

７６．６％ ８２．２％ ８０．０％ 

【参考】 

令和 5 年度 
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都市計画区域内

166人

（41%）

南部地域

58人

（15%）

大佐地域

45人

（11%）

哲多地域

37人

（9%）

哲西地域

31人

（8%）

神郷地域

29人

（7%）

東部地域

22人

（6%）

北部地域

8人

（2%）

無回答

4人

(1%)

問６ あなたがお住まいの「地域」をおたずねします。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画区域内 … 上市・高尾・西方・新見・金谷・正田・石蟹 

北部地域 … 千屋・足立・坂本・馬塚 

東部地域 … 菅生・上熊谷・下熊谷 

南部地域 … 唐松・長屋・井倉・法曽・草間・土橋・足見・豊永 
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住みやすい

93 人

（23%）

まあ住みやすい

180 人

（43%）
どちらとも

いえない

16 人

（4%）

やや住みにくい

72 人

（17%）

住みにくい

55 人

（13%）

無回答

1 人

（0%）

住みやすい

89 人

（22%）

まあ住みやすい

155 人

（39%）
どちらともいえない

24 人

（6%）

やや住みにくい

79 人

（20%）

住みにくい

49 人

（12%）

無回答

4 人

（1%）

問７ あなたがお住まいの「地域」の住み心地はどうですか。 

 

  

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【２－６地域福祉】 

地域の住みやすさを感じる人の割合 

（「住みやすい」「まあ住みやすい」と 

答えた人の割合の合計） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

６１．９％ ６５．５％ ６１．０％ 

【参考】 

令和 5 年度 
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128人

108人

60人

44人

34人

18人

15人

10人

4人

4人

0人

0人

4人

74人

107人

47人

26人

44人

89人

47人

7人

4人

2人

11人

4人

7人

職場が近く、通勤時間が短いから

地域の環境が良いから

（自然環境、公害が少ないなど）

商店が多く、買い物が便利だから

公共交通の便が良いから

病院などの医療機関が近いから

地域の人間関係がよいから

災害や犯罪の心配が少ないから

保育所・認定こども園が充実しているから

スポーツや遊びの場が充実しているから

文化活動の場が充実しているから

地域のしきたり、行事が好きだから

小中学校が充実しているから

その他

R6

R5

問 8 問 7で「住みやすい」「まあ住みやすい」と答えた理由 
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84人

79人

38人

17人

6人

5人

4人

4人

3人

2人

0人

0人

1人

44人

80人

15人

33人

12人

6人

6人

0人

15人

1人

4人

3人

11人

公共交通の便が悪いから

商店が少なく、買い物が不便だから

職場が遠く、通勤時間が長いから

病院などの医療機関が遠く、不便だから

地域の環境が悪くなってきたから

（自然環境の悪化、公害など）

地域の人間関係になじめないから

地域のしきたり、行事になじめないから

小中学校が充実していないから

スポーツや遊びの場が充実していないから

文化活動の場が充実していないから

保育所・認定こども園が充実していないから

災害や犯罪が心配だから

その他

R6

R5

問 8 問 7で「やや住みにくい」「住みにくい」と答えた理由 
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住み続けたい

138人

（33%）

できれば住み

続けたい

139人

(33%)

あまり住み続けた

いとは思わない

71人

(17%)

住み続けたい

とは思わない

37人

（9%）

どちらともい

えない

29人

（7%）

無回答

3人

（1%）

住み続けたい

121人

（30%）

できれば住み続

けたい

150人

（37%）

あまり住み続けた

いとは思わない

60人

（15%）

住み続けたい

とは思わない

38人

（10%）

どちらともいえない

31人

（8%）

問９ あなたは、これからも新見市に住み続けたいと思いますか。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【２－６地域福祉】 

定住の意向 

（「住み続けたい」「できれば住み続けたい」と

答えた人の割合の合計） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

５４．３％ ６６．４％ ６７．８％ 

【参考】 

令和 5 年度 
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58人

51人

32人

12人

9人

6人

6人

2人

1人

商店が少なく、不便だから

公共交通の便が悪いから

就職や結婚などで市外に出るつもりだから

職場が遠く、通勤時間が長いから

医療機関が遠く、不便だから

スポーツや遊びの場が充実していないから

市外に住む家族や親類などのもとに行くつ

もりだから

地域の人間関係になじめないから

子育て環境が良くないから

227人

116人

49人

48人

24人

21人

4人

2人

2人

1人

2人

自分が生まれたところで、愛着があるから

新見市に家があるから

職場が近く、通勤時間が短いから

新見市が好きだから

災害や犯罪の心配が少ないから

自然環境が豊かだから

就きたい・やりたい仕事があるから

田舎に住みたいと思っているから

子育て環境が良いから

家族や友人が多く住んでいるから

その他

 

問 10 「住み続けたい」「できれば住み続けたい」理由はどのようなことですか。次の中

から２つまで選んでください。 

○「住み続けたい」と答えた理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「住み続けたくない」と答えた理由 
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246人

21人

17人

17人

14人

12人

8人

3人

3人

1人

0人

2人

217人

112人

37人

23人

32人

22人

39人

36人

17人

31人

11人

11人

7人

219人

自治会や行政地区の活動

子ども会やPTA活動

消防団活動

青年団や老人クラブの活動

文化芸術の同好会・サークル活動

スポーツの同好会・サークル活動

福祉分野でのボランティア活動

環境分野でのボランティア活動

まちづくり分野でのボランティア活動

防災・防犯分野でのボランティア活動

スポーツ分野でのボランティア活動

その他

特に参加していない

R6

R5

問 11 あなたは、どのような地域活動に参加されていますか。（複数回答可） 
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進んで参加したい

39人

（9%）

要請があれば参加する

217人

（52%）

どちらかと

いえば参加

したくない

86人

（21%）

参加したく

ない

69人

（17%）

無回答

6人

（1%）

進んで参

加したい

41人

（10%）

要請があれば参加する

199人

（50%）

どちらかといえば

参加したくない

99人

（25%）

参加したくない

57人

（14%）

無回答

4人

（1%）

問 12 今後も地域の活動に参加したいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ】 

地域活動への参加意欲のある市民の割合 

（「進んで参加したい」「要請があれば参加 

する」と答えた人の割合の合計） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

６１．０％ ６１．４％ ６０．０％ 

【参考】 

令和 5 年度 
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47人

28人

28人

20人

13人

9人

8人

4人

高齢や病気などのため、

参加することができないから

仕事が忙しく両立ができないから

自分や家族との時間を優先したいから

参加するメリットが感じられないから

地域の活動に興味や関心がないから

人間関係になじめないから

家事・育児・介護などで時間がないから

その他

問 13 問 12 で「どちらかと言えば参加したくない」「参加したくない」理由はどのよう

なことですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは無回答を除く 
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58人

33人

25人

24人

13人

6人

5人

0人

3人

279人

31人

40人

16人

18人

20人

19人

24人

5人

4人

285人

福祉関係の仕事に従事している

地域振興会、地区社会福祉協議会などの活動をして

いる

福祉委員の活動をしている

愛育委員・栄養委員の活動をしている

地域の防犯・防災活動をしている

地域のサロンや見守りなどの活動をしている

ボランティアやNPO活動をしている

民生委員・児童委員の活動をしている

その他

いずれの活動もしていない

R6

R5

問 14 あなたと福祉との関わりについてお伺いします。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【２－６地域福祉】 

福祉との関わり度 

（「いずれの活動もしていない」と回答した人

の割合） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

７０．３％ ６８.３％ ６９．８％ 



14 

 

32人

18人

44人

59人

19人

66人

8人

256人

31人

18人

30人

62人

21人

67人

1人

279人

公開講座など大学の知識や研究を活かした学び

ができる取組

鳴滝塾など地域の課題や活性化について考える

取組

サテライト・デイなど大学が地域へ出向いて行

う活動

大学祭などのイベント

体育館や会議室などの大学施設の利用

広報誌「まんさく」やフリーペーパー「なるた

き」などの広報物の閲覧

その他

参加したことはない

R6

R5

※グラフは無回答を除く 

問 15 問 14 で「いずれの活動もしていない」と回答した方へおたずねします。理由はど

のようなことですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 新見公立大学が行う地域支援の取組について、あなたが参加したことがあるもの

すべて選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ】 

大学が行う取組へ参加したことがある 

市民の割合 

（「参加したことはない」以外を回答した人の

割合） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

３０．５％ ３３．１％ ３６．０％ 

80人

61人

39人

35人

14人

14人

6人

18人

仕事が忙しく両立ができないから

高齢や病気などのため、参加することができないから

活動に興味や関心がないから

自分や家族との時間を優先したいから

参加するメリットが感じられないから

家事・育児・介護などで時間がないから

人間関係になじめないからから

その他
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36人

25人

16人

48人

17人

23人

6人

30人

30人

14人

42人

11人

10人

10人

どのような備えをすればよいのかわからないから

機会がないから

忙しくて時間がないから

自分が住む地域には災害はあまり起こらないと思うから

お金がかかるから

これから対策をする予定だから

その他

R6

R5

74人

138人

108人

106人

41人

25人

136人

40人

45人

3人

110人

12人

92人

118人

130人

119人

51人

25人

152人

54人

42人

2人

108人

14人

避難時の持出品の準備

水や食料などの備蓄

防災マップなどでの危険箇所の事前確認

避難場所や避難経路の確認

家具などの転倒・落下防止対策

家屋の耐震補強

消火器や火災報知器の設置

防災訓練への参加

家族間での安否確認方法の取り決め

その他

特に何もしていない

わからない

R6

R5

問 17  あなたは、災害に対する備えについて、どのようなことを実施していますか。 

あてはまるものすべてを選んでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 問 17 で「特に何もしていない」と答えた方にお聞きします。その理由はどのよう

なことですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【４－１防災】 

災害への備えなど市民の防災意識レベル 

（「特に何もしていない」「わからない」以外を 

回答した人の割合） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

７１．５％ ７０．７％ ６９．５％ 
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そう思う

26人

（6%）

どちらかといえば

そう思う

95人

（24%）

あまり思わない

97人

（24%）

まったく思わない

25人

（6%）

どちらでもない

70人

（18%）

わからない

80人

（20%）

無回答

7人

（2%）

82人

65人

42人

32人

23人

5人

認定こども園などの保育体制が充実している

医療費無償化や出生祝金などの経済的支援が

充実している

子育て広場などの子どもや親同士が交流でき

る場がある

放課後児童クラブなど子どもの居場所がある

保健師や栄養士による育児相談などが充実し

ている

その他

問 19 あなたは、新見市が子育てしやすいまちだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 新見市で子育てがしやすいと思う理由はどのようなことですか。 
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129人

124人

107人

83人

55人

53人

39人

49人

51人

34人

35人

24人

19人

9人

13人

60人

163人

125人

125人

95人

64人

58人

57人

42人

41人

32人

30人

26人

11人

89人

子どもの急病時に仕事を休むことができる体制

や預けられる場所などの整備

子どもを連れて遊びに行ける公園や観光施設な

どの整備

保育料や教育費など、子育てにかかる費用の減

免や援助

育児休暇や放課後児童クラブの充実など、仕事

と子育てを両立できる体制の整備

子育ての悩みを相談できる場所や体制の整備

障がいがある子どもや子の発達に不安を覚える

保護者への支援や相談体制の充実

地域ぐるみで子どもや子育て世帯を見守る取組

塾やおけいこごとなど、子ども向けの習い事の

充実

通学路や公園など子どもが利用する施設の安全

対策

保育施設の人員充実や独自カリキュラムの導入

など保育の質を高める取組

ヤングケアラーなど困っている子どもや世帯へ

の支援の充実

子育て世帯が集い交流できる場の整備

子育てに関する知識・情報（保育所、おむつ替

えスペースのある施設など）の充実

その他（小児科・産婦人科等医療機関の充実）

その他

わからない

R6

R5

問 21 新見市がよりいっそう子育てしやすいまちになるためには、どのような取組が必

要だと思いますか。 
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知っているが利用したいと思わない

44人

（11%）

知っているが利用する機会

がなかった

208人

（53%）

知らなかった

が利用したい

43人

（11%）

知らなかった

が利用したい

と思わない

43人

（11%）

利用したこ

とがある

55人

（14%）

あまり満足ではない

13人

（3%）

どちらともいえない

277人

（69%）

非常に満足である

7人

（2%）

満足である

62人

（16%）

満足ではない

16人

（4%）
無回答

25

（6%）

問 22 住民票の写しや印鑑登録証明書がコンビニやキオスク端末で交付できることを 

知っていますか。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 コンビニ交付サービス（各支局図書コーナーに設置していくキオスク端末も含 

む）についてどの程度満足していますか。 
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利用料金を見直

すべきだ

129人

（32%）

利用料金をどちらかといえば

見直すべきだ

130人

（32%）

利用料金を見直すべきでない

18人

（5%）

利用料金をどちらかとい

えば見直すべきでない

13人

（3%）

わからない

104人

（26%）

無回答

6人

(2%)

問 24 文化ホールやスポーツ施設などの公共施設の維持管理費は、利用した人の利用料

金を基本とし、不足する部分をみなさんの税金でまかなっています。 

新見市では長年、利用料金を見直していないため、施設を利用していない人の負担

が重くなっている可能性があることから、利用料金の見直しを検討しています。 

そこで、あなたの考えに近いものを 1つ選んでください。 
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そう思う

27人

(7%)

どちらかといえ

ばそう思う

98人

(25%)

どちらでもない

140人

(35%)

あまり思わ

ない

105人

(27%)

まったく思わない

24人

(6%)

そう思う

33人

（9%）

どちらかといえば

そう思う

94人

（24%）

どちらでもない

122人

（32%）

あまり思わない

124人

（32%）

まったく思わない

11人

（3%）

問 25 あなたは、女性の社会進出支援が行われていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次新見市総合計画の達成目標に対する実績値【７－４人権・パートナー】 

女性の社会進出支援がなされていると 

感じる市民の割合 

（「そう思う」「少し思う」を回答した人の割合

の合計） 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

４１．０％ ３１．８％ ３３．１％ 

【参考】 

令和 5 年度 
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128人

111人

108人

104人

61人

53人

51人

25人

11人

8人

39人

131人

130人

82人

110人

61人

70人

55人

20人

8人

10人

56人

育児休暇を取りやすくするなど、結婚や

出産で仕事を辞める女性を減らす取組

男性の育児休暇取得を増やすなど、

男女が助け合って育児をするための取組

女性は家事を担うべきなどの固定的な

性別役割分担意識を持つ人を減らす取組

男女の賃金の差をなくす取組

女性の職業の選択肢を増やす取組

正規職員として働く女性を増やす取組

資格取得や就労支援など、ひとり親が

働くことへの支援の充実

企業の役員や管理職に女性を増やす取組

政治家や研究者などに女性を増やす取組

その他

わからない

R6

R5

問 26 女性の社会進出をさらにすすめていくには、どのようなことが必要だと思います

か。 
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36人

33人

10人

37人

144人

155人

51人

183人

147人

138人

246人

104人

17人

11人

12人

8人

4人

4人

1人

2人

35人

45人

63人

52人

17人

14人

17人

14人

家庭生活において

地域社会において

学校教育の場において

社会全体において

男性優遇 どちらかといえば

男性優遇

平等 どちらかといえば

女性優遇

女性優遇 わからない 無回答

▲ 0.55

▲ 0.59

▲ 0.18

▲ 0.73

▲ 0.54

▲ 0.58

▲ 0.18

▲ 0.71

家庭生活において

地域社会において

学校教育の場において

社会全体において

R6

R5

問 27 あなたは、次にあげる場面で、男女の地位は平等になっているとお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加重平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「男性優遇」▲２点、「どちらかといえば男性優遇」▲１点、「平等」０点、 

「どちらかといえば女性優遇」１点、「女性優遇」２点として点数化し、平均値を算出しています。  

男性優遇      平等      女性優遇 



23 

 

問 28 問 27 で「男性または女性の方が優遇されている」と答えた項目について、 

そう思った理由をお書きください。 

 

【家庭生活において】 

＜男性優位＞ 

○家事は女性の仕事という考えや慣習があるから（54 人） 

○女性の家事の負担割合が高いから（49 人） 

○（賃金の格差など）男性の権限が強くなっている（3 人） 

○その他（4人） 

 

＜女性優位＞ 

○夫婦が離婚する際に女性の方が子の親権を得やすいから 

○男性の育休制度があるにも関わらず、職場では取ってはいけないような雰囲気が 

あるので男性が育休をなかなか取れない 

○体力の必要な点は男性が時間を使っているから 

○仕事、家事との両立されている家庭において、女性の方が優遇される 

○基本的に家庭では女性の意見がつよい 

 

【地域社会において】 

＜男性優位＞ 

○男性が優先という考えや慣習があるから（32 人） 

○男性の発言権などが強い、意見が通りやすいと感じるから（14 人） 

○賃金や仕事の選択肢、昇進の早さにおいて男性が優遇されているから（6 人） 

○地域の役員は男性のほうが多いから（12 人） 

○地域行事は男性が参加している（7人） 

○行事において女性がサポートに回ることが多いから（5人） 

○その他（10 人） 

 

＜女性優位＞ 

○男性が担うものという社会全体の意識 

○男性の方が多くの仕事を行っているから 

○地域の行事は男性が中心に行っている 

○電車の痴漢騒ぎの被害者男性は理不尽なことが多い 
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【学校教育の場において】 

＜男性優遇＞ 

○男性の職員・役員が多いと感じるから（7人） 

○男性が優先という考えや慣習があるから（4人） 

○行事は女性が参加している（3人） 

○行事において、女性はサポートに回ることが多い（3 人） 

○その他（3人） 

 

＜女性優位＞ 

○先生とのやりとりは女性がメインで行っている 

 

 

【社会全体において】 

＜男性優遇＞ 

○男性が優先という考えや慣習があるから（38 人） 

○男性職員・役員・議員が多いから（18 人） 

○賃金の格差や仕事の選択肢の差、昇進の速さ（15 人） 

○男性の発言権などが強い、意見が通りやすいと感じるから（8人） 

○女性は、仕事と育児・家事の両立を求められるから（7人） 

○その他（8人） 

 

＜女性優位＞ 

○男性の方が休暇を取りにくいと思う 

○男性がするとハラスメント扱いされ、女性がしても非難を浴びることが少ない 

○女性は守られ男性は二の次という雰囲気がある 

○女性の権利を拡充して男性を虐げている 

○過度に女性に優遇し過ぎている 
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問 29 市の取り組みについて、あなたが感じる満足度を分野ごとにおたずねします。 

 

 

満足度 

6

5

7

5

3

4

1

10

10

8

14

7

1

4

6

4

7

5

3

8

8

13

5

5

1

19

7

3

3

3

3

71

51

63

51

39

53

33

102

61

72

79

57

64

69

55

60

72

72

90

109

85

121

86

76

42

73

91

45

32

46

45

219

253

228

260

191

183

193

207

165

227

209

253

247

236

199

249

247

226

234

214

238

200

196

203

180

241

232

270

227

265

269

62

54

61

46

110

103

111

44

103

52

66

45

57

52

83

54

37

59

42

37

41

32

71

75

115

35

40

48

90

51

50

19

14

20

12

34

36

41

19

45

24

18

15

17

22

40

16

18

20

12

15

10

16

25

22

45

14

13

14

26

15

12

23

23

21

26

23

21

21

18

16

17

14

23

14

17

17

17

19

18

19

17

18

18

17

19

17

18

17

20

22

20

21

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

非常に満足である 満足である どちらともいえない

あまり満足ではない 満足ではない 無回答
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満足度が高い 

1.95 

1.94 

1.94 

1.98 

1.65 

1.70 

1.58 

2.10 

1.71 

1.97 

2.01 

1.99 

1.94 

1.95 

1.75 

1.95 

2.03 

1.96 

2.08 

2.15 

2.10 

2.22 

1.93 

1.91 

1.58 

2.13 

2.10 

1.93 

1.72 

1.92 

1.94 

0.00 1.00 2.00 3.00

■１－１農業

■１－２畜産業・水産業

■１－３林業

■１－４鉱業・工業

■１－５商業・サービス業

■１－６観光

■１－７雇用・労働

■２－１健康・保健

■２－２医療

■２－３児童福祉

■２－４高齢者福祉

■２－５障がい者（児）福祉

■２－６地域福祉

■３－１就学前教育・義務教育

■３－２大学・高等学校

■３－３生涯学習

■３－４芸術・文化・文化財

■３－５ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

■４－１防災

■４－２消防・救急

■４－３防犯・交通安全

■４－４水道・下水道

■５－１道路

■５－２住環境・情報通信

■５－３公共交通

■６－１環境・自然・生態系

■６－２廃棄物・公害

■７－１交流

■７－２移住・定住

■７－３ｺﾐｭﾆﾃｨ・NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

■７－４人権・パートナー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「非常に満足である」４点、「満足である」３点、「どちらともいえない」２点、「あまり満足では

ない」１点、「満足ではない」０点として点数化し、平均値を算出しています。 

満足度（加重平均） 
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投票した

323人

（82%）

今回の選挙に興味がなかった

ため

26人

（7%）

選挙期間中に新見市に

いなかったため

18人

（5%）

仕事等で忙しかったため

10人

（2%）

投票所に行く

手段がなかっ

たため

6人

（1%）

その他

7人

（2%）

無回答

6人

（1%）

知っている

276人

（69%）

知らなかった

117人

（29%）

無回答

7人

（2%）

問 30 令和６年１１月執行の新見市長選挙において、投票しましたか。また、投票できな

かった方について、投票できなかった理由は何ですか。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 令和６年１０月執行の岡山県知事選挙及び衆議院議員総選挙で、岡山県下で初めて、

「移動期日前投票所」を導入したのを知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

山間部など投票所

までの距離が遠い

地域を巡回する

141人

（36%）

スーパーなどの商業

施設を巡回する

79人

（20%）

市内の大学や高校な

どを巡回する

71人

（18%）

従業員数が多い事業所

を巡回する

50人

（13%）

わからない

35人

（9%）

選択肢すべて

7人

（2%）

その他

10人

（2%）

お昼休み時間

105人

（32%）

午後５時以降

87人

（26%）

午後

67人

（20%）

午前

63人

（19%）

その他

8人

（3%）

問 32 移動期日前投票所を多くの人に利用してもらうには、次のうちどの取り組みが有効

だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 問 32 で回答した取組について、利用しやすい時間帯はいつですか。 
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２〜３回

205人

（58%）

１回

99人

（28%）

毎日

42人

（12%）

その他

8人

（2%）

問 34 問 32 で回答した取組について、新見市長選挙の場合、期日前投票期間は６日です。

利用するにあたり、同じ場所に何回巡回するのが良いと思いますか。 
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問 35 最後に、あなたが思う新見市の好きなところを、自由にご記入ください。 

（景色、食べ物、商店、風習など、何でも構いません。） 

※主な回答をとりまとめて、多かった順に掲載しています。 

 

 

○自然・景色・気候（98 人） 

「田園風景」「星空」「雪」 

 

○特産品・食べ物（A 級グルメ）（60 人） 

「果物（ピオーネ・シャインマスカット）が美味しい」「新鮮な野菜がいつでも食べられる」

「千屋牛や A 級グルメは他県、他市に自慢できるほどおいしい」 

 

○人が温かい・地域のつながり（38 人） 

「何かあれば(災害など)町内の人たちと助け合い協力し合えることが出来ること」 

「どこに行っても知り合いに会え、気軽に楽しく話し合えた」「困ったときには親切に助け

てもらえた」 

 

○災害・犯罪の少なさ（15 人） 

「犯罪が少なく、治安がよい」「安全で安心して子育てができるところ」 

「災害が少ないこと」 

 

○観光（施設）・イベント（15 人） 

「新見美術館・まなびの森（中央図書館）」「自然美な井倉洞」「大学のイベント」 

「千屋温泉・神郷温泉」「いぶきの里スキー場」 

 

○歴史・文化（8 人） 

「土下座祭り」「大名行列」「竹の谷蔓牛」 

 

○立地（お店・施設）（5 人） 

「冷暖房が効く公民館利用」「美術館」 

 

○にーみん（5 人） 

 

○子育て（1 人） 

  


